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平 成14年 度 意 匠 学 会 賞 お よ び 意 匠 学 会 論 文 賞 選 考 結 果 の 報 告
意匠学会各賞に関する規定に基づ き,6月30日を締 あ切 り日として学会各賞候補の推薦を
募集 したところ,期限までに届いた推薦書は各賞それぞれ少数であった。そこで,選 考委員会
では規定に沿 って委員の推薦により数候補を選考 リス トに加えることとした。最終的 には,
「意匠学会賞」の候補者7名,「意匠学会論文賞」の候補者6名 があげられた。選考委員会は慎
重審議の結果,本年度の各賞には下記の受賞者がふさわ しいと判断 した。その結果を意匠学会
委員会に報告 し,承認を得て決定 した。
委員長 増 山 和 夫
「意匠学会賞」
受賞者 藤田治彦 大阪大学大学院文学研究科教授,学 術博士
業 績 『国際デザイン史一 日本の意匠と東西交流』 の出版への貢献とデザイ ンに関す る
一連 の研究
経 歴
1951年福島県に生まれる
1975年京都工芸繊維大学工芸学部卒業
1977年京都工芸繊維大学大学院工芸学研究科修士課程修了
1979年フルブライ ト留学生 としてイエール大学,ニ ューヨーク州立大学に留学
1983年大阪市立大学大学院生活科学研究科博士後期課程修了
トロント大学建築造園学部カナダ政府特別研究員
1984年京都工芸繊維大学工芸学部助手
1990年京都工芸繊維大学工芸学部助教授
1997年ルーヴェン・カトリック大学都市建築保存研究所客員教授
1998年大阪大学文学部助教授
2002年大阪大学大学院文学研究科教授
主要著書
1989年『風景画の光』講談社
1991年『マンハ ッタンの建 蘂』講談社
1992年「美術とデザインの歴史』NHKき んきメディアプラン
1994年「ナショナル ・トラストの国』淡交社
1996年「ウィリアム ・モリス』鹿島出版会,『ウィリアム ・モリスへの旅』淡交社
1999年「現代デザイン論』昭和堂
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2001年『ターナー』六耀社
主要編著書
2001年『国際デザイン史 一 日本の意匠と東西交流』思文閣出版(デ ザイン史フォー
ラム編集)
主要訳書
1988年パ リー 『ウィリアム ・モ リスのテキスタイル』岩崎美術社(共 訳,多 田 稔)
1991年デュラント 「近代装飾事典』岩崎美術社
1996年メッグズ 「グラフィック ・デザイン全史』淡交社(共訳および監修)
2001年ジャンソン 『西洋美術の歴史』創元社(共 訳,木 村重信)
授賞理由
現在,デ ザインの領域は果てしなく拡大 しつつあり,デザイン研究の対象 も個々の分野だけ
でなく全体を横断 した領域設定が求あられている。意匠学会賞の対象 もこうした状況に照 らし
て,デ ザインという領域の今日的な意義と重要性を広 くアピールす るものが望まれる。
藤田治彦氏は,これまでの著書,編 著書,訳 書などか らも明らかなように,広範な研究活動
実績を有 し,デザインのみな らず美術,建 築の世界で もその成果は高 く評価されてきた。
上記の業績に加えて,藤 田氏は大阪大学美学研究室に事務局を置くデザイン史フォーラムの
事務局長を務あ,これまでに2回 「国際デザイン史 フォーラム」を開催するとともに,『国際
デザイン史 一 日本の意匠と東西交流』の出版を責任編集者 として担 うなど,特 筆 され る業
績をあげている。本著は芸術,工 芸,プ ロダクト・デザイン,建築にいたる多様な領域にっい
て,西 洋と日本 とのあいだの影響関係をデザイン史という視点か らまとめたユニークな内容 と
なっている。その領域の設定には,藤 田氏のこれまでの研究活動を通 じて蓄積 されてきた学識
が反映されており,また,執筆者の人選においては意匠学会で培われた活動が重要な役割を果
たしていることも見逃せない。意匠学会の活動を具体的な研究のネットワークとして連携 させ,
意義ある学際的成果を生み出したことも大きな貢献であると認あられる。
「意 匠学会論文賞」
受賞者 吉竹彩子 豊田市美術館,学 芸員
論 文 「安い陶器:1930年代における富本憲吉の日常食器の試みをめぐって」
『デザイン理論』第38号掲載学術論文
経 歴
1970年東京に生まれる
1992年京都大学文学部哲学科美学美術史専攻卒業
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1994年京都大学大学院文学研究科修士課程美学美術史学専攻修了
1996年京都大学大学院文学研究科博士後期課程美学美術史学専攻中退
1996年豊田市美術館に学芸員 として勤務 現在に至る
主要論文
1995年「陶磁器における自然一 河井寛次郎の民芸期への変遷が意味するもの一 」
「第2回全国学生交流フォーラムー論文集 一』関西学院大学文学部美学研究室
1996年「土の言説 一1920年代の河井寛次郎 〈技巧〉から く素#Nへの変遷をめぐっ
て一 」「研究紀要」第17号,京都大学文学部美学美術史学研究室
1998年「安 い陶器:1930年代 における富本憲吉の日常食器の試みをめぐって」「デザ
イン理論』第38号,意匠学会
展覧会企画
2000年9月～11月 黒田辰秋展,同 展図録執筆 編集
授賞理由
本論は富本憲吉が1930年代に各地の窯場で行なった,富本 自身 「安 い陶器」 と呼んだ日常
食器制作の試みを扱った論文である。著者は,先ず,一連の試みが各産地の既成素地への絵付
ないし模様の付加によって成立 していたことを確認すると同時に,当時の工芸界の量産志向を
指摘する。「安い陶器」の試みは柳宗悦が中心 となった民芸運動ほど知 られていないたあ,富
本は民衆的工芸には興味が薄かったと考え られがちだが,富本を含む何名かの著名工芸家が柳
同様に廉価な量産工芸品の実現を志向 していた。このような論考を経て,著者 は廉価陶器の実
現という共通の理想の陰に存在 した,富本 柳そしてバーナー ド・リーチの,機械の使用をめ
ぐる対立の構図を浮かび上がらせている。
「安い陶器」の制作方法 は全工程を自ら行なうことを理想 とするような工芸家の制作と比べ
てどういう意味を持っのか。それとは対照的に,制作の大部分を人任せにして箱書だけを行な
うような同時代の陶芸家への批判が富本自身にはあったにせよ,そ のまま焼成 しても十分実用
になる素地にいわば美術家として手を入れて市場に出すという行為は アノニマスなグループ・
ワークを理想とするようなデザイン思想と比較 してどう位置付けられるのかなど疑問は残るが,
独自の視点からの客観的調査研究 として高い評価に値する。
本論 は,20世紀における日常食器の試みとい う意匠学会 にふさわ しいテーマを扱 った研究
であり,日本を対象としながらもリーチに代表 される海外の動向との関わりについての考察が
適切に組み入れ られ広い視野が示されていること,また,機械や図案といったデザインにとっ
て重要な問題にっいて示唆に富むことなどが,授 賞するにふさわしい研究であると判断された。
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